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お
金
が
な
く
食

事
も
満
足
に
と
れ

な
い
と
勉
強
も
遊

び
も
力
が
入
ら
な

い
。
勉
強
が
わ
か

ら
ず
学
校
が
苦
痛
。

お
金
が
か
か
る
部

活
動
は
参
加
で
き
ず
友
人
関

係
も
狭
く
な
る
。
貧
困
だ
け

で
は
差
別
に
な
ら
な
い
が
、

教
育
や
社
会
経
験
で
差
が
で

き
る
と
将
来
貧
困
か
ら
抜
け

出
せ
な
く
な
る
「
貧
困
の
連

鎖
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
中

学
１
年
の
時
に
父
親
を
自
死

で
失
っ
た
帯
広
出
身
の
中
央

大
法
学
部
４
年
の
高
橋
遼
平

さ
ん
は
、
あ
し
な
が
育
英
会

の
活
動
か
ら
政
府
が
昨
年
閣

議
決
定
し
た
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
の

策
定
に
関
わ
っ
た
。
虐
待
で

青
あ
ざ
を
つ
く
っ
て
も
、
友

人
か
ら
映
画
に
誘
わ
れ
て
も

我
慢
。
ク
レ
ー
プ
食
べ
に
行

っ
て
も
水
を
飲
ん
で
い
る
。

自
分
が
あ
き
ら
め
れ
ば
い
い
。

ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
っ
て

も
「
普
通
の
状
態
」
を
知
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
。
本
当
に

日
本
に
貧
困
が
あ
る
の
か
と

い
う
人
が
い
る
が
、
子
ど
も

自
身
も
自
覚
し
づ
ら
く
大
人

に
も
見
え
づ
ら
い
の
が
「
子

ど
も
の
貧
困
」。
子
ど
も
の

総
合
相
談
窓
口
、
学
習
支
援
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
全
国
に
子

ど
も
支
援
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
信
頼
で
き
る
大
人
の
存
在

が
子
ど
も
の
生
き
て
い
く
力

に
な
る
」
と
い
う
高
橋
さ
ん

の
思
い
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

�

（
智
）

　

専
門
家
の
大
多
数
が
「
安

保
法
制
は
違
憲
」
と
表
明
し

て
い
る
中
、
立
法
に
よ
る
事

実
上
の
改
憲
に
批
判
が
高
ま

り
、
全
国
で
か
つ
て
な
い
運

動
が
広
が
り
ま
し
た
。
民
医

連
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
、
春

の
憲
法
学
習
大
運
動
に
引
き

続
き
、「
戦
争
法
案
」
の
廃

案
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
参
議
院
で
の
審
議
が

大
詰
め
と
な
っ
た
９
月
７
日

か
ら
は
、
連
日
各
事
業
所
周

辺
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る

「
ピ
ー
ス
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

に
取
り
組
み
、
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
最
後
の
最
後
ま
で
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
（
９

／
16
ま
で
）
の
職
員
参
加
は

延
べ
２
７
６
名
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
平
和
憲
法

の
実
現
を
掲
げ
る
民
医
連
綱

領
の
下
、
い
の
ち
を
も
っ
と

も
粗
末
に
し
、
最
大
の
人
権

侵
害
で
あ
る
「
戦
争
」
に
つ

な
が
る
す
べ
て
の
行
為
に
つ

い
て
、
今
後
も
反
対
の
立
場

を
貫
き
ま
す
。

＊
民
医
連
綱
領
の
下
で
＊

　

安
倍
政
権
の
戦
争
へ
の
策

動
の
中
、
今
年
度
の
防
衛
費

予
算
は
５
兆
円
規
模
と
な
っ

て
お
り
３
年
連
続
の
増
額
、

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

と
並
行
し
て
社
会
保
障
の
解

体
が
大
き
く
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
の
社
会
保
障

自
然
増
の
削
減
は
３
９
０
０

億
円
、
小
泉
政
権
時
の
規
模

を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
２
年
に
成
立
し

た
「
社
会
保
障
改
革
推
進
法
」

に
も
と
づ
い
た
「
医
療
介
護

総
合
確
保
法
」「
生
活
保
護

法
改
悪
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」

「
介
護
保
険
法
改
悪
」
等
、

国
民
生
活
に
負
担
を
強
い
る

政
策
が
次
々
と
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
医

療
保
険
制
度
改
悪
に
盛
り
込

ま
れ
た
後
期
高
齢
者
保
険
料

の
負
担
増
、
入
院
食
事
負
担

の
値
上
げ
、
国
保
の
都
道
府

県
化
な
ど
が
続
き
ま
す
。

＊
進
む
社
会
保
障
の
解
体
＊

　

憲
法
25
条
は
、「
国
は
す

べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び

公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
政
府
与

党
の
政
策
の
根
本
に
あ
る
の

は
社
会
保
障
の
営
利
化
・
産

業
化
で
す
。
こ
れ
は
憲
法
25

条
の
解
釈
改
憲
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
10
月
か
ら
取
り
組
ま

れ
る
「
秋
の
大
運
動
」
で
は
、

平
和
や
社
会
保
障
の
情
勢
を

し
っ
か
り
学
び
、
身
に
つ
け
、

友
の
会
・
地
域
の
み
な
さ
ま

と
と
も
に
声
を
あ
げ
て
運
動

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊
こ
れ
以
上
の
解
釈
改
憲
は
ゆ
る
さ
な
い
＊
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戦
中
・
戦
後
を
生
き
、
帯

広
で
空
襲
を
直
接
体
験
し
た

私
に
と
っ
て
、
今
の
政
治
情

勢
は
不
安
で
一
杯
で
い
て
も

立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
心
境

な
の
で
す
。
戦
争
は
、
決
し

て
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
１
９
３
２
年
生
ま
れ

の
私
は
、
前
年
か
ら
始
ま
っ

た
15
年
戦
争
の
中
で
小
学
生

を
終
え
、
終
戦
の
年
に
、
帯

広
高
女（
現
在
の
三
条
高
校
）

に
入
り
ま
し
た
。
当
時
、
国

民
学
校
と
名
前
を
か
え
た
小

学
校
は
小
国
民
養
成
と
称
し

て
殆
ど
の
教
育
は
戦
時
体
制

で
、
体
育
は
男
は
木
刀
、
女

は
薙
刀（
な
ぎ
な
た
）で
敵
に

切
り
込
む
訓
練
を
し
た
り
、

寒
中
も
外
に
出
て
男
女
と
も

上
半
身
裸
で
乾
布
摩
擦
を
し

て
い
た
の
で
す
。
女
学
校
で

も
終
戦
ま
で
の
毎
日
、
大
き

な
穴
を
掘
り
、
柳
を
札
内
川

の
堤
防
に
取
り
に
行
っ
て
防

空
壕
を
作
り
ま
し
た
。
将
来

は
男
は
軍
人
、
看
護
婦
に
な

る
の
が
夢
と
育
て
ら
れ
、
絶

対
戦
争
に
反
対
で
き
ず
、
子

ど
も
の
召
集
は
お
國
の
為
と

喜
ん
で
送
り
出
す
と
い
う
狂

気
の
沙
汰
が
ま
か
り
通
っ
て

い
ま
し
た
。
空
襲
で
家
を
失

い
、
家
族
を
亡
く
し
た
人
も
、

戦
争
に
は
負
け
な
い
と
終
戦

の
日
ま
で
勝
つ
と
信
じ
て
疑

わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
暗
黒

政
治
が
国
民
を
支
配
し
て
い

た
時
代
を
再
び
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
、
今
度
は
国
民
の

総
意
で
戦
争
を
止
め
て
、
憲

法
法
九
条
の
輝
く
日
本
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

シリーズ

憲法があぶない
中央友の会９条の会　吉澤　澄子

全
日
本
民
医
連
評
議
員
会

　
　
　

議
案
全
道
学
習
会

こ
と
」
の
実
現
こ
そ
国
の
責

任
で
す
。
い
ま
政
府
は
こ
の

責
任
を
投
げ
出
し
、
民
間
企

業
経
営
を
頼
り
に
、
患
者
を

「
と
き
ど
き
入
院
ほ
ぼ
在
宅
」

へ
押
し
戻
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
自
助
・
互
助
を
大
き
く

し
、「
公
助
」を
小
さ
く
す
る
、

将
に
歴
史
の
逆
行
で
す
。
こ

ん
な
時
に
は
戦
争
準
備
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
。

全
国
の
取
り
組
み
に
習

い
、
足
元
の
友
の
会
で
学
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
芽
室
友
の
会
　
梅
津
　
美
政
】

学
習
講
演
で
は
函
館
陵
北

病
院
堀
口
信
先
生
に
よ
る

『
地
域
包
括
ケ
ア
と
私
た
ち

の
課
題
』
を
学
び
ま
し
た
。

専
門
用
語
が
多
く
、
私
に

は
難
し
い
内
容
で
、
ほ
ん
の

一
部
し
か
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
報
告
し
ま
す
。

要
求
闘
争
の
歴
史
を
積
み

重
ね
勝
ち
取
っ
て
き
た
「
社

会
保
障
」
の
一
部
と
し
て
、

無
差
別
・
平
等
の
地
域
包
括

ケ
ア「
誰
も
が
」「
人
間
ら
し

く
・
そ
の
人
ら
し
く
」
「
安

心
し
て
」
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
暮
ら
し
続
け
て
い
く

二
度
と
戦
争
を

し
て
は
い
け
な
い
！

Ｂｅｓｔ９～甲子園よりアツい夏～

第43回全道青年ジャンボリー
in

十勝開催

　

９
月
12
、
13
日
に
中
札
内
交
流
の
社
（
元
高
校
）

に
て
、
全
道
青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
か
ら
民
医
連
青
年
職
員
76
名
が
集
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
ベ
ス
ト
９
～
甲
子
園
よ
り
ア
ツ
い
夏
～
」

憲
法
９
条
が
最
高
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
、
交
流
し

て
熱
い
気
持
ち
に
な
ろ
う
と
企
画
を
立
て
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
山
口
耕
司
弁
護
士
よ
り
「
憲
法
９

条
と
解
釈
改
憲
の
危
険
性
」
と

題
し
て
、
安
倍
首
相
の
や
り
方

が
い
か
に
間
違
い
で
あ
る
か
や
、

日
本
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
班
員

で
考
え
る
場
面
や
、
寸
劇
も
あ
り
、

「
身
近
な
こ
と
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
た
」「
楽
し
く
集
中
し
て

聞
け
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

交
流
で
は
、
運
動
会
や
、
十
勝

の
ば
ん
え
い
競
馬
を
模
し
た
企

画
を
行
い
、
参
加
者
の
笑
顔
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

日
目
は
、
ミ
ニ
学
習
で
教
室
を

回
り
、
参
加
者
に
日
本
の
社
会
問
題
を
投
げ
か
け
、

興
味
を
持
っ
て
頂
こ
う
と
行
い
ま
し
た
。
自
分
で
知

り
、
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
感
想
が
多
く
あ
り
、

企
画
の
目
的
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

は
参
加
者
で
９
を
形
取
り
２
日
間
を
終
え
ま
し
た
。

【
実
行
委
員
長

　
吉
野
和
孝
】

参加者全員で、９条壊すな戦争反対をアピール

山口弁護士による講演の様子

各班に分かれ、学びを深めた参加者
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老健（ろうけん）って？
　そもそも老健とはどのような施設なのか。皆さんご存知でしょうか？

　「老健＝介護老人保健施設」とは、介護を必要とする高齢者の自立を支

援し、在宅への復帰を目指すために、医師、看護師・介護福祉士、作業療

法士や理学療法士、相談員、栄養士など多くの専門職が連携して、日々の

ケア、リハビリ、食事・入浴などの日常サービスまで併せて提供する施設

です。

どのような方が入所されているか
　要介護認定を受けた方で、病状が安定していて入院治療の必要がない要

介護度１～５の方で、リハビリテーションを必要とされる方です。

老健でのリハビリ
　次に、ケアセンター白樺に入所され、在宅復帰されたＡさん（90歳代、

女性、病態：脳梗塞）のリハビリについて紹介します。　

［リハビリ内容］　�１回20分　週３回　①身の回りの動作練習②歩行練習

③ことばの練習

経過：�Ａさんは、脳梗塞の後遺症で思うように話せない、身体を動かせな

いことで、精神的に落ち込んでいました。しかし、とても努力家で

リハビリ以外の時間も手作業や立つ練習をしていました。

�　　　�リハビリを実施し、身の回りのことが自立しました。また手も上手

に動かせるようになり、箸、ハサミや鉛筆など細かな動作も上達し

ました。

　　　�家に帰りたいか尋ねると本人は（ことばが思うように出せないなが

らも短いことばで）「ダメだよね」と寂しそうに話していました。

Ａさんと関わっていく中で、家族に見せる笑顔や積極的にリハビリ

に取り組む姿勢から、Ａさんの「元気になってまた家族と暮らした

い」という本当の思いが伝わってきました。ただ、家に帰るとなる

と、まだ自信を持てていないこともわかりました。そこで、本人に

自信をつけてもらうために、栄養科の協力のもとで、調理実習（み

そ汁づくり）を行いました。

〇調理実習の様子

　娘さんに見守られながら、皮むき、材料を切る、煮る、洗い物までを行

い、完成したみそ汁を一緒に食べました。

　Ａさんは「よくできたよね」「良かったよ」と涙目になりながら話され

ていました。

　娘さんは、手が不自由ながらも真剣に調理に取り組む本人を見て、とて

も感動されていました。また最初はおぼつかない切り方でしたが材料を切

っていくうちに、少しずつ上手に切れるようになっていくＡさんの様子を

見て、涙されていました。

次回は、この調理実習後のＡさんのその後、そして在宅復帰に向けた老健

の取り組み（退所前後訪問）についてご紹介したいと思います。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

今
年
で
４
回
目
の

七
夕
飾
り
出
展
で
す

す
ず
ら
ん
夏
祭
り
開
催
！！

　

今
回
の
飾
り
の
テ
ー
マ
は

ド
ラ
え
も
ん
と
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
＆
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
で

す
。
作
業
は
、
去
年
使
用
し

た
花
紙
を
再
度
開
く
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

去
年
好
評
だ
っ
た
記
念
撮
影

用
の
展
示
と
し
て
、
段
ボ
ー

ル
で
作
っ
た『
ド
ラ
え
も
ん

の
ど
こ
で
も
ド
ア
』
と
、
牛

乳
パ
ッ
ク
で『
ば
い
き
ん
マ

ン
号
』
を
作
り
ま
し
た
。
吹

き
流
し
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

作
っ
た
風
鈴
を
連
な
ら
せ
、

　

８
月
21
日
（
金
）
に
す
ず

ら
ん
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
同
様
に
、
柳
町
医

院
の
協
力
も
頂
き
盛
大
に
行

う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
つ
の
出
店
を
用

意
し
ま
し
た
。
食
べ
物
ブ
ー

ス
は
、昨
年
同
様
に
か
き
氷
、

た
こ
焼
き
と
今
年
初
め
て
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
出
し
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、

射
的
と
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
用

意
し
ま
し
た
。
当
日
は
19
名

と
利
用
者
さ
ん
の
人
数
も
多

く
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
当

日
は
天
気
も
良
く
暑
く
な
っ

た
事
も
あ
り
か
き
氷
が
売

れ
、
た
こ
焼
き
・
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
も
「
お
い
し
い
よ
」

子
供
達
が
中
を
通
り
過
ぎ
る

と
音
が
出
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
か
ら

の
提
案
で
、『
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
』

の
か
ぶ
り
物
等
も
作
り
ま
し

た
。
実
際
、
子
供
達
に
と
て

も
人
気
が
あ
り
、
楽
し
そ
う

と
皆
さ
ん
食
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も

賑
わ
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
は

あ
っ
と
い
う
間
に
ヨ
ー
ヨ
ー

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

射
的
も
景
品
を
用
意
し
て

い
た
事
も
あ
り
、
２
回
、
３

回
と
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
「
射
的
な

ん
て
生
ま
れ
て
初
め
て
や
っ

た
わ
」
と
話
さ
れ
た
利
用
者

さ
ん
も
い
て
、
と
て
も
楽
し

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
余
興
で
出
し
物
を
２

本
立
て
で
行
い
ま
し
た
。
１

本
目
は
ド
リ
フ
の
ズ
ン
ド
コ

節
で
歌
と
コ
ン
ト
を
披
露

し
、
２
本
目
は
北
島
三
郎
の

「
ま
つ
り
」
を
披
露
し
ま
し

ケアセンター
白樺

た
。
「
ま
つ
り
」
は
大
変
盛

り
上
が
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
も

頂
く
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

最
後
は
踊
れ
る
利
用
者
さ

ん
に
は
前
に
出
て
き
て
頂

き
、
職
員
と
一
緒
に
盆
踊
り

を
踊
っ
て
夏
祭
り
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
盛
大
に
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん

�

介
護
主
任

　
山
上

　
　
登
】

こんにちは、作業療法士の藤原健太郎です。

今回は、私が働いている老人保健施設「ケアセンター白樺」でのリハビリについてご紹介します。

に
に
こ
や
か
に

笑
っ
て
写
真
撮

影
を
し
て
い
る

光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
８
月

６
日
に
は
、
十

六
名
の
利
用
者

さ
ん
と
共
に
飾

り
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
暑

い
日
だ
っ
た
の
で
思
い
思
い

に
屋
台
で
か
き
氷
や
ビ
ー
ル

を
買
っ
て
食
べ
の
み
し
て
、

祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
午
後
の
表

彰
式
に
は
今
年
初
め
て
利
用

者
さ
ん
と
出
席
し
、
努
力
賞

の
賞
状
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

デ
イ
ケ
ア

　
植
原
　
麻
美
】

作業療法士　 藤原　健太郎　

デイサービス
すずらん
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壮

忘 □ 気

筆

植

入 □ 規

稿

性

立 □ 異

奇

療

来 □ 打

回

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

今
回
は
ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
す
。

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
子

メ
ー
ル
で
、
左
記
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

10
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
３
７
９
号

（
12
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
３
７
５
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は
「
政
治
不
信
」
で

し
た
。 

　

応
募
総
数
85
通
、
正
解
者

84
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。 
（
敬
称
略
）

岡
部　

あ
き
・
久
保
井
輝
代

鈴
木　

弥
生
・
村
尾　

明
美

山
田　

浩
子 

（
帯
広
市
）

武
田　

勝
子
・
丸
山　

博
子

　
　
　
　
　
　
　
（
音
更
町
）

平
賀　

朋
子 

（
池
田
町
）

新
田　
　

洋 

（
本
別
町
）

山
岸　

昭
一 

（
札
幌
市
）

　

次
の
□
の
中
に
二
字
熟
語
が
で
き
る
よ
う
に
漢
字
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
□
に
入
っ
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
答
え
に
な

り
ま
す
。

　

出
題
者
は
藤
島
靖
子
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

札
内
東
友
の
会

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

�

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

�

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

�

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

�

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

�

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

�

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

�

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
妻
鳥　

靖
子

�

〇
一
五
六

－

六
三

－

二
五
七
八

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

�

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

�

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

�

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

�

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

�

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

�

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

�

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

�

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
成
沢
せ
い
子

�

〇
一
五
五

－

五
六

－

五
九
〇
三

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

�

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

�

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

�

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

�

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

�

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

�

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

�

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

�

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

�

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

�

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

�

二
三

－

二
六
〇
七

【
啓　

北
】
内
田　
　

豊

�

三
六

－

三
八
一
八

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

�

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

�

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
清
水
美
喜
子

�

三
七

－

二
七
二
八

【
西　

南
】
田
所　

豊
之

�

二
二

－

七
五
八
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

�

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

�

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
千
田　

濱
子

�

二
一

－

四
四
〇
八

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

�

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

�

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

�

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

�

四
八

－

六
九
五
一

【
大　

空
】
畑
中　

庸
助

�

〇
八
〇

－

四
五
〇
〇

－

九
三
六
六

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

�

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

�

六
四

－

五
九
五
三

の
森
Ｐ
Ｇ
場
は
パ
ー
ク
を
す

る
人
が
疎
ら
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
人
も
少
な
か
っ

た
で
す
。
幕
別
の
Ｐ
Ｇ
場
は

無
料
と
あ
っ
て
、
町
外
か
ら

の
来
場
者
も
多
く
、
九
州
か

ら
、
関
西
か
ら
と
キ
ャ
ン
プ

し
な
が
ら
Ｐ
Ｇ
を
楽
し
む
人

も
い
ま
す
。
高
齢
の
方
も
元

気
一
杯
で
、
夏
の
健
康
づ
く

り
に
Ｐ
Ｇ
が
役
立
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

10
月
１
日
は
、
依
田
に
あ

る
俳
句
の
森
と
い
う
Ｐ
Ｇ
場

で
今
年
の
Ｐ
Ｇ
の
腕
を
競
い

定
例
の

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

札
内
東
友
の
会
で
は
、
毎

年
５
月
～
９
月
の
第
一
木
曜

日
の
午
後
か
ら
Ｐ
Ｇ
サ
ー
ク

ル
と
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

雨
天
の
た
め
６
月
、
８
月
は

中
止
。
最
後
の
青
空
チ
ェ
ッ

ク
は
大
雨
の
あ
と
の
晴
天
で

と
て
も
暑
い
日
で
し
た
。（
９

月
３
日
）

　

い
つ
も
に
ぎ
や
か
な
白
人

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

広

場
合
い
、
焼
肉
交
流
会
で
親
睦

を
深
め
ま
す
。

【
札
内
東
友
の
会

　
鈴
木
志
摩
子
】

緑
西
友
の
会

シ
ル
バ
ー
川
柳
で

　
　
　
　
楽
し
く
！

「
本
性
が
出
る
と
言
う
か
ら 

ぼ
け
ら
れ
ぬ
」「
は
～
い
」

と
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
カ

ル
タ
を
取
る
手
に
力
が
入
り

ま
す
。

　

今
年
の
日
帰
り
旅
行
は
し

ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
で
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
散
策
・
温
泉
を
楽
し

み
、
し
ほ
ろ
牛
の
お
い
し
い

昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
シ
ル
バ
ー
川
柳
か
ら

選
ん
で
作
っ
た
、
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ル
タ
を
し
ま
し
た
。
思
わ

ず
吹
き
出
す
川
柳
に
絵
が
よ

く
合
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

会
員
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
日
帰
旅
行
、
来
年
は
ど
こ

へ
…
？

【
緑
西
友
の
会

　
村
上
久
美
子
】

帯広病院
胃カメラ休日特診のご案内
10月18日（日）予約制（午前中）

予約枠には限りがございます。　　　　　　

ご希望の方は至急帯広病院へお電話下さい。

TEL 21-4111

お
詫
び

　

９
月
号
４
面
に
掲
載
し

た
生
き
生
き
広
場
の
一
部

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

開
西
友
の
会

白
樺
友
の
会
総
会
時

＜

ミ
ニ
平
和
学
習＞

白
樺
友
の
会

白
樺
友
の
会
総
会
時

＜

ミ
ニ
平
和
学
習＞

【
誤
】

【
正
】

緑
西
友
の
会

尿
は
健
康
の

　
　
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

健
康
な
尿
の
色
は
何
色
で

す
か
？　

黄
金
色
…
い
え
淡

い
黄
色
で
す
。

　

毎
日
の
こ
と
な
の
に
意
外

と
知
ら
な
い
尿
の
こ
と
を
お

話
し
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

健
康
相
談
会
で
す
る
簡
単
な

尿
検
査
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
何
か
異
常

を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
近

夜
間
に
起
き
る
回
数
が
増
え

た
、
笑
っ
た
り
咳
を
す
る
と

尿
も
れ
す
る
等
中
高
年
に
な

る
と
増
え
る
尿
ト
ラ
ブ
ル
の

話
に
参
加
者
か
ら
質
問
も
沢

山
で
て
、
関
心
の
高
さ
を
し

め
す
相
談
会
で
し
た
。

【
緑
西
友
の
会

　
村
上
久
美
子
】
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